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序本論集は,愛知大学が昨1996年をもって創立50周年を迎えたことを記
念 して刊行される特集号である。
『愛知経営論集』の変遷の諸相は,本学の半世紀に瓦 る歴史のなかに見ら
れる。経営学部は,中部地方の大学としては最初に経営学 ・会計学関係の
講義の開講の実績を踏まえ,1963年に経営学科として開設され,1989年法
経学部の分離 ・独立によって設置された。経営学部のこのような変遷のな
かで今ある 『愛知経営論集』が確立 してきたが,それのエポックは1990年
第120号より 『愛知経営論集』としての刊行であり,その2年後の法経学
会の3学 会への分離 ・改組であった。まさに 『愛知経営論集』は,本学の
発展とともに歩みっづけてきた経営学部の成長によって賦活され,本学部
の専任教員による真摯な研究活動によってそれの充実が図 られてきたもの
である。
とまれ,本学創立50周年を記念 して刊行されるこの特集号は,われわれ
にとってまことに意義深く,慶賀すべきことと思う。
時代は,わ が国私学をとりまく教育 ・社会的環境はいよいよ厳 しく,経
済 ・経営的環境 も,グ ローバル市場化,情 報技術の高度化,ネ ットワーク
化の進展など,さまざまな様相を呈 してきている。これ らの状況は,経営
学部の教育内容1ご創造 と変革を求めている。4年 一貫教育志向型の新カ リ
キュラムとセメスター制への移行の波は,今や本学をとらえ一応の様態を
えて,す でに2年 目に入 った。本学部のばあい,さ らに,専門分化の進展
をうけ,経営,会 計,流 通,情 報,国 際経営の諸コースから成るカリキュ
ラムへと編成替えを行 った。
このようなうごきは,学生の着眼をゆるがせ教育内容の分岐を必然なら
しめ,力 の分散をもたらす嫌いがあるゆえ,学 部教育の活性化をめざして
の不断の努力が,わ れわれに求められてくるといえよう。そのたあには,
何よりもまず,教 員各人の活発な研究活動 こそが必要であり,各人の研究
成果を 『愛知経営論集』へと結集することによって,学 部教育の発展 ・充
実に寄与 しなければならない。『愛知経営論集』のさらなる飛躍は,今後の
新たな経営学部の発展の礎となるべ く,教員各人の創造性豊かな研究活動
にかかっているといって過言でない。
ここに10名の玉扁をえて編集された本特集号の発刊によって,わ れわ
れは単に過去を慶賀するのではなく,新世紀 に広がる,大学,学 部,学 問
の新たな地平の創造に向けての積極的な努力の投入がなされることを祈念
するものである。各方面からの忌揮なきご批評とご教示を賜われば幸いで
ある。
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